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平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

「
逗
子
を
見
守
っ
て
き
た
山
」 

逗
子
で
は
定
番
に
な
っ
て
い
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
の
一
つ
、
名
越
切
り
通
し
。 

鎌
倉
へ
の
入
り

口
、
あ
る
い
は
鎌
倉
か
ら
の
出
口
と
し
て
、
一
年
を

通
し
て
ハ
イ
カ
ー
が
急
な
坂
道
を
歩
い
て
行
く
。 

「山王様の山から逗子を望む」 

 

「法性寺にある祖師堂」 

現
在
こ
そ
逗
子
側
の
バ
ス
通
り
か
ら
広
い
舗
装
路

が
山
の
中
へ
続
い
て
い
る
が
、
こ
の
道
が
で
き
た
の

は
つ
い
最
近
。
昔
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
鎌
倉
側

か
ら
の
道
で
、
こ
の
山
に
入
る
の
は
一
苦
労
だ
っ
た

こ
と
が
伺
え
る
。 

鎌
倉
側
か
ら
こ
の
道
へ
入
る
と
、

生
い
茂
る
シ
ダ
植
物
が
迎
え
て
く
れ
る
。
こ
の
辺
り

は
今
も
谷
戸
の
地
形
を
残
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

沢
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
夏
に
は
ひ
ん
や
り
と
心
地
よ

い
空
気
に
包
ま
れ
る
。 

 

岩
肌
む
き
出
し
の
狭
い
上
り
坂
を
登
っ
て
い
く

と
、
切
り
通
し
、
大
切
岸
と
い
っ
た
中
世
の
貴
重
な

史
跡
を
眺
め
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
大
切
岸

を
見
る
頃
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
頂
上
、
お

猿
畠
へ
と
到
着
す
る
。
細
長
い
山
の
上
に
は
山
王
様

と
い
う
山
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
山
が

人
々
の
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

山
王
社
の
山
か
ら
は
逗
子
の
街
が
一
望
で
き
る
。 

そ
こ
か
ら
逗
子
側
に
あ
る
の
が
、
鎌
倉
時
代
に
活
躍

し
て
い
た
日
蓮
聖
人
の
弟
子
、
日
朗
上
人
の
お
墓
と
、

そ
こ
を
護
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
お
猿
畠
法
性
寺
。 

か
つ
て
人
々
は
、
鎌
倉
中
心
部
の
喧
騒
を
離
れ
こ
の

山
道
を
登
り
、
頂
上
に
あ
る
山
王
社
、
法
性
寺
に
お

参
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

春
に
は
山
桜
、
初
夏

の
新
緑
、
夏
に
は
濃
い
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
、
一
年

を
通
し
て
自
然
を
楽
し
め
る
山
で
あ
る
。 

目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
っ
て
い
く
街
並
み
か
ら
は
ず
れ
、
変
わ
ら

な
い
景
色
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
山
で
あ
る
。 

文 

髙
作 

玄
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竹
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久
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景景観観とと安安全全ははつつななががっってていいるる    

〜〜ずずしし減減災災大大学学をを開開催催ししてて〜〜  
三浦半島活断層調査会会員    木村玲子 

三浦半島活断層調査会は、2011 年 3 月、逗子市協働事業提案制度による「ずし減災大学（自然災

害から身を守る）」を提案し、逗子市経営企画部防災課との協働事業を 3 年にわたって行いました。 

１年目は、小学生を対象に地形図を学習し、逗子小学校周辺の地震や津波の時の危険箇所を調べ、

ハザードマップを作りました。2 年目は、大人も加わり「小坪の津波絵図」（近藤紫雲作）と「1 万

分の1 地形図（大正10年測量）」を持って、小坪を歩き、「津波ここまで来たマップ（関東大震災）」

を作りました。91 年前の関東大震災の時、小坪には 7〜8m の津波が来ていたことがわかってきま

した。今年は、小坪・逗子・久木地区の 

3 カ所で自然災害から命を守る「一日体験 

教室」を開催し、昼食は災害非常食を作って 

食べて、午後は「減災新聞」を作りました。 

こども達からは、「住宅街の狭い通学路に

は、古くて高いブロック塀が続いていて怖

い」、「避難路になっている道路には倒れてき

たら危険な電信柱が多い」、「地震のときに崩

れてきそうな崖がある」、「高台の避難場所に

続く山道は、地元の方が階段やベンチを作っ

てくれて登りやすい」、「小坪には、古い井戸

が多いので、いつでも使えるようにしたい」、

「より高いところの空き地や公園も快適に

して避難場所にしたい」など沢山の意見が出

されました。 

「ずし減災大学」で市民の皆さんと地震や

津波の危険箇所を見て歩いたことで、「景観

まちづくり」には、「安心・安全」の観点も

大切なことだと感じました。 

 

 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 
 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市ホームページまたはフェイスブックからも 

閲覧できます。また、逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに 

配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

逗子の景観まちづくり 検索 

クリック！ 

瓦版に掲載する 

逗子の景観コラム、 

イラスト募集中！！ 

 

大正震災画集第 3集「震後津浪襲来 逗子小坪所見」 
（近藤紫雲作） 

「･･･その浪音に脅へながらヒタ走りに走って，この難を脱かれた。そ

の當時を思ひ起こしつゝつ認めたので・・・」 

（東京都慰霊堂協会 状況絵画展示） 

※この絵画は進藤國昭様より提供されたものです。 

～～おおたたくくののカカンンババンンはは大大丈丈夫夫？？～～
    屋屋屋外外外広広広告告告物物物ののの点点点検検検のののおおお願願願いいい  

平成 27年 2月 15 日、札幌市にてビルの看板の一部が落下し、近くを歩いていた女性に当たるという 

重大な事故が発生しました。同様の事故の再発防止のため、屋外広告物を掲出、管理している場合は、掲出

中の屋外広告物の安全性について再点検をお願いします。また、倒壊・落下等のおそれがあるものについて

は、速やかに撤去・改修等の適切な措置を講じるようお願いいたします。 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

